
西
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「
ギ
リ
シ
ア
的
野
情
詩
」

一一

第
一
章

「
石
巳
刻
ま
れ
た
髪
」
と
は
何
か

西
脇
順
三
郎
の
「
ギ
リ
シ
ア
的
行
情
詩
」
は
、
彼
の
日
本
語
に
よ
る
第
一
詩
集
『
〉

gげ
E

1
4
白
口
白
』
〈
昭
和
八
年
九
月
・
椎
の
木
社
刊
)
の
冒
頭
に
据
え
ら
れ
た
作
品
で
、
合
計
十
一

の
、
比
綬
的
短
い
詩
篇
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
等
は
、
多
く
、
漢
字
一
文
字
乃
至
は
二

文
字
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
体
言
の
題
名
を
持
っ
て
い
る
が
、
今
、
仮
り
に
、
そ
の
題
名
に
よ
っ

て
分
類
す
る
と
す
れ
ば
、

第
一
、
気
象
に
関
す
る
も
の
H

「
天
気
」
、
「
雨
」
、
「
太
陽
」

第
二
、
人
体
に
関
す
る
も
の
H

「
手
」
、
「
眼
」
、
「
カ
リ
マ
コ
ス
の
頭
と
〈
。
可
白
血
州
市
盟

1
2
0円
巾
白
血

zm」

第
三
、
植
物
に
関
す
る
も
の
H

「
蔓
」
、
「
栗
の
葉
」

第
四
、
器
物
に
関
す
る
も
の
H
H

「
皿
」
、
「
ガ
ラ
ス
杯
」

第
五
、
そ
の
他
H

「
カ
プ
リ
の
牧
人
」

と
い
っ
た
よ
う
に
な
る
。
尚
、
「
天
気
」
と
「
カ
プ
リ
の
牧
人
」
だ
け
は
、
本
文
中
に
、
そ
の

題
名
に
該
当
す
る
語
匂
が
見
当
ら
な
い
。

さ
て
、
乙
れ
等
十
一
の
詩
篇
は
、
相
互
に
独
立
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
梶
山
情
の
質
を
、

詩
の
素
材
と
な
る
事
象
、
事
物
の
面
か
ら
検
討
す
れ
ば
、
其
処
に
は
或
る
種
の
共
通
性
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
皿
」
と
か
「
ガ
ラ
ス
杯
」
と
か
い
っ
た
題
名
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
ギ

リ
シ
ア
的
帯
情
詩
」
の
世
界
に
は
、
硬
い
、
鉱
物
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
通
底
し
て
い
る
。
先
ず
、

冒
頭
の
「
天
気
」
に
於
い
て
、

〈つがへ
(
覆
さ
れ
た
宝
石
)
の
や
う
な
朝

と
い
・
つ
よ
う
に
、

「
宝
石
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
乙
の
異
教
的
、
古
代

考

越

智

良

的
な
「
宝
石
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

小
鳥
の
首
と
宝
石
の
た
そ
が
れ
に
手
を
の
ば
し
、

(
「
手
」
)

宝
石
商
人
と
一
緒
に
地
中
海
を
渡
っ
た
(
「
皿
」
)

宝
石
に
涙
が
う
つ
る
。

(
「
ガ
ラ
ス
杯
」
)

宝
石
へ
水
が
か
h
り
(
「
カ
リ
マ
コ
ス
の
頭
と
・
:
:
:
:
」
)

nmy 

宝
石
の
角
度
を
走
る
永
遠
の
光
り
を
追
っ
た
り
(
「
同
右
」
〉

と
い
う
よ
う
に
、
「
ギ
リ
ン
ア
的
行
情
詩
」
の
所
々
に
鎮
め
ら
れ
て
い
る
。

〈つがへ

「
(
覆
さ
れ
た
宝
石
)
の
や
う
な
朝
」
と
い
う
比
犠
が
、
ジ
ョ
ン
・
キ
l
ツ
の
詩
勾
|
|
。
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の
転
用
で
あ
る
乙
と
は
、
今
日
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
此
処
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

〈

つ

が

へ

・

・

・

・

〈

つ

が

へ

原
文
通
り
の
「
(
覆
さ
れ
た
宝
石
の
や
う
な
)
朝
」
で
は
な
く
、
「
(
覆
さ
れ
た
宝
石
)
の
や

う
な
朝
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
「
朝
」
に
掛
か
り
、
「
朝
L

の
中
に
解
消
さ
れ

る
唯
の
形
容
匂
で
は
な
く
、
「
宝
石
」
と
い
う
実
質
あ
る
一
個
の
物
を
提
示
し
、
一
度
「
朝
」

九
の
連
絡
を
断
ち
切
っ
た
上
で
、
宝
石
の
イ
メ
ー
ジ
と
朝
の
イ
メ
ー
ジ
を
衝
突
さ
せ
、
新
鮮
な

〈

つ

が

へ

〈

つ

が

へ

効
果
を
生
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
又
、
「
(
覆
さ
れ
た
宝
石
)
」
が
、
「
『
覆
さ
れ
た
宝

石
』
」
で
な
い
乙
と
に
も
注
意
し
た
い
。
西
脇
自
身
は
、
乙
の
(
)
手
、
キ
l
ツ
か
ら
の
引

円注
Z
)

用
で
あ
る
乙
と
を
示
す
為
に
用
い
た
と
語
っ
て
い
る
が
、
乙
の
〈
)
は
、
「
」
よ
り
も
独

立
性
が
弱
く
、
又
、
「
覆
さ
れ
た
」
と
い
う
受
動
態
と
も
相
倹
っ
て
、
何
や
ら
秘
密
の
裡
に
、

音
も
無
く
、
乙
の
転
覆
が
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
は
さ
て
捨
き
、
乙
の
「
宝
石
」
に
限
ら
ず
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
行
情
詩
」
の
中
に
は
、



「
石
」
や
「
岩
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
幾
っ
か
転
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

カ
ル
モ
ヂ
イ
ン
の
田
舎
は
大
理
石
の
産
地
で
(
「
太
陽
」
)

僕
の
頭
が
大
理
石
の
上
に
替
端
憾
の
影
と
な
る
。

(
「
栗
の
葉
」
〉

忍
冬
の
花
が
延
び
て
、
岩
を
薫
ら
し
森
を
殺
す
。

(
「
手
」
)

と
述
べ
ら
れ
、
又
、
そ
の
「
山
石
」
の
細
片
で
あ
る
「
砂
」
に
就
い
て
言
え
ば
、
「
雨
」
、

「
眼
」
、
「
カ
リ
マ
コ
ス
の
頭
と
:
:
:
」
等
の
中
か
ら
、
数
多
く
の
用
例
を
拾
い
集
め
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
文
、
「
雨
」
の
中
で
、

静
か
に
寺
院
と
風
呂
場
と
劇
場
を
ぬ
ら
し
た

と
歌
わ
れ
る
「
寺
院
」
以
下
の
建
造
物
も
、
石
造
り
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
行
情
詩
」
の
基
調
を
な
し
て
い
る
の
は
、
調
わ
ば
、
石
に

寄
せ
る
憧
憶
と
で
も
い
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、
其
処
に
は
、
又
、
次
の
よ
う
な
事
情
も
想
像

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
吾
々
日
本
人
の
よ
う
に
、
木
や
竹
と
い
う
有
機
物
で
作
ら
れ
た
建

物
と
自
に
見
え
ぬ
連
関
の
仕
方
で
調
和
を
保
ち
つ
h

生
き
て
い
る
有
機
的
存
在
に
と
っ
て
は
、

商
欧
の
、
市
も
地
中
海
的
風
土
は
、
正
に
こ
の
石
造
り
の
世
界
と
し
て
映
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
又
、
こ
の
よ
う
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
を
改
め
て
石
の
世
界
と
し
て
把

握
せ
ざ
る
を
得
な
い
狼
は
、
矢
張
り
、
異
邦
の
旅
人
の
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
か
。

こ
う
し
た
非
日
本
的
な
、
硬
質
の
美
が
、
最
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
、

「
限
」
と
い
う
作
品
で
あ
ろ
う
。

白
い
波
が
頭
へ
と
び
か
〉
っ
て
く
る
七
月
に

南
方
の
締
麗
な
町
を
す
ぎ
る
。

静
か
な
庭
が
旅
人
の
た
め
に
眠
っ
て
ゐ
る
。

替
相
慨
に
砂
に
水

替
薮
に
霞
む
心

石
に
刻
ま
れ
た
髪

石
に
刻
ま
れ
た
島
田

石
に
刻
ま
れ
た
眼
は
永
遠
に
開
く
。

「
静
か
な
庭
」
と
あ
る
処
か
ら
推
測
す
る
と
、
或
い
は
、
乙
れ
は
崎
南
イ
タ
リ
ア
辺
た
り
の

廃
媛
と
な
っ
た
古
代
の
町
か
と
も
想
わ
れ
る
。
蓄
揖
慨
は
真
紅
で
、
砂
の
白
さ
と
鮮
か
な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
も
想
わ
れ
る
の
だ
が
、
俳
句
に
も
似
た
体
言
止
め
の
手
法
に
よ

っ
て
、
乾
い
た
、
硬
質
の
帯
情
が
、
読
む
者
の
心
に
直
接
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

「
ギ
リ
シ
ア
的
符
情
詩
」
の
中
で
も
、
白
眉
と
な
し
得
る
作
品
か
と
思
う
。

処
で
、
又
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
存
情
詩
」
の
基
調
が
石
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
基
盤
の
上

に
、
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
、
も
う
一
つ
の
要
素
の
存
在
を
見
逃
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
「
石
に
刻
ま
れ
た
髪
」
と
い
う
詩
句
に
現
わ
れ
た
「
髪
」
で
あ

る
。
乙
の
「
髪
」
は
、
次
の
「
石
に
刻
ま
れ
た
音
」
、
「
石
に
刻
ま
れ
た
眼
」
と
い
っ
た
表
現

か
ら
推
し
て
、
楽
器
を
抱
い
た
女
神
の
大
理
石
像
の
頭
部
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
詩
句
の
特
色
は
、
石
と
い
う
、
冷
た
く
、
固
い
物
質
と
、
髪
と
い
う
、
温
も
り
の
あ

る
、
柔
い
物
と
の
結
合
と
い
う
意
外
性
に
あ
る
の
だ
が
、
「
髪
」
と
い
う
畳
一
一
口
葉
自
体
は
、
外
に

も
、
「
ガ
ラ
ス
杯
」
の
中
で
、
「
汝
の
髪
が
見
え
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
風
に
歌
わ
れ
て
い
る

し
、
『
krsv曲
吋
〈
曲
目

Z
』
(
戸
巾
玄
O

ロ
仏
巾
〉
ロ
円
一
m
ロ
)
の
中
に
は
幾
つ
も
の
用
例
、
が
あ
る
。

例
え
ば
、
又
、
「
雨
」
の
中
の
「
ツ
バ
メ
の
羽
と
黄
金
の
毛
を
ぬ
ら
し
た
」
と
い
う
「
黄
金
の

毛
」
も
、
豊
能
の
女
神
ケ
レ
ス
像
の
頭
髪
を
象
っ
た
麦
の
穂
と
解
釈
す
る
評
家
も
あ
る
く
ら
い

で
あ
る
。

「
髪
」
、
而
も
女
性
の
髪
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
柔
か
な
動
き
や
混
も
り
も
想
像
さ
れ
、
そ

れ
は
、
先
程
の
「
石
」
と
い
う
、
謂
わ
ば
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
際
的
に
、
命
あ
る
も
の
L

生

の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
其
処
に
は
、
微
か
な
官
能
性
す
ら
も
感
じ
ら
れ
る
と
き
回

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
生
と
死
の
対
比
は
、
も
っ
と
瞬
昧
な
形
で
は
あ
る
が
、
他
の
詩
篇
中
に
も
認
め
ら

れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
「
雨
」
の
中
で
、
「
柔
い
女
神
」
が
濡
ら
す
の
は
、
一
方
で
、
硬
い

、
「
青
銅
い
や
石
造
り
の
「
寺
院
」
で
あ
り
、
他
方
で
、
柔
か
な
「
告
に
や
「
ツ
バ
メ
」
の
腹
の

柔
毛
で
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
又
、
「
太
陽
」
で
は
、
大
理
石
の
産
地
カ

ル
モ
ヂ
イ
ン
が
、
「
ヒ
バ
リ
も
ゐ
な
い
し
、
蛇
も
出
な
い
」
荒
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
こ

の
「
:
:
:
ゐ
な
い
し
、
:
:
:
出
な
い
」
と
い
う
存
在
否
定
の
詩
句
か
ら
も
、
読
者
は
先
ず
雲
雀

や
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
実
に
想
起
す
る
筈
で
、
大
理
石
と
生
物
の
対
比
が
成
立
し
て
い
る
。
そ

じ
て
、
更
に
、
「
手
」
に
は
、
延
び
る
「
忍
冬
の
花
」
と
「
岩
」
の
絡
み
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
粟
の
葉
」
に
も
、
頭
髪
が
「
大
理
石
の
上
に
蓄
額
の
影
と
な
る
」
と
い
う
注
目
す
ぺ
き
例
が

凸
U
7qoe 



あ
っ
た
。

そ
の
他
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
野
情
詩
」
の
世
界
に
は
、
一
方
で
、
宝
石
や
大
理
石
、
黄
金
、
ガ

ラ
ス
、
陶
器
、
テ
ラ
コ
タ
人
形
な
ど
の
無
機
物
的
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
他
方
で
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
、
千
鳥
、
ヒ
ラ
メ
、
ド
ル
フ
ィ
ン
、
犬
な
ど
の
生
き
物
ゃ
、
室
、
ス
モ
モ
、
プ
ラ
タ
ノ

ス
、
ア
マ
リ
リ
ス
、
ハ
シ
バ
ミ
と
い
っ
た
植
物
の
イ
メ
}
ジ
が
あ
り
、
両
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

以
上
は
、
主
に
素
材
の
面
か
ら
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
行
情
詩
」
の
中
に
あ
る
、
柔
か
な
生
の
イ

メ
ー
ジ
と
固
い
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
二
つ
の
も
の
を
描
き
出
し
て
見
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
詩

的
コ
ス
モ
ス
は
、
無
論
、
一
つ
の
対
比
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
尽
す
よ
う
な
、
単
純
な
性
格
の
も

の
で
は
な
い
。
石
と
い
う
基
盤
の
上
に
影
を
落
と
す
の
は
、
ヒ
バ
リ
や
蓄
被
の
よ
う
な
動
、
植

物
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
間
と
い
う
最
も
重
要
な
存
在
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
「
ギ
リ
シ
ア
的
行
情
詩
」
遠
望
の
後
に
、
改
め
て
、
こ

の
詩
的
世
界
の
内
部
九
と
踏
み
込
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。

第
二
章

「
血
」
で
顔
を
洗
っ
た
の
は
誰
か

「
ギ
リ
シ
ア
的
存
情
詩
」
に
は
、
普
通
「
帯
情
詩
」
と
い
う
言
葉
が
連
想
さ
せ
る
よ
う
な

「
恋
愛
感
情
」
と
か
「
人
生
の
苦
悩
」
と
か
が
、
主
情
的
、
直
接
的
に
表
出
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
詩
句
か
ら
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
生
身
の
「
人
間
」
を
見
出
そ
う

と
す
る
の
は
、
や
b

困
難
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、
又
、
例
え
ば
、
「
栗
の
葉
」
な
ど
の
よ
う
に
、
石
の
上
に
影
を
落
と
し
て
立
っ

て
い
る
「
僕
」
と
い
う
主
体
が
明
記
さ
れ
た
作
品
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
先
に
見
た
「
限
」

な
ど
の
よ
う
に
、
主
体
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
作
品
も
あ
る
。
「
南
方
の
続
麗
な
町
を
す

ぎ
る
」
の
は
、
恐
ら
く
、
「
旅
人
」
即
ち
詩
人
そ
の
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
ば
か

り
は
断
定
し
難
い
点
も
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
不
明
確
さ
は
、
多
様
な
解
釈
を
許
す
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
「
血
」
な
ど
は
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

黄
色
い
蓋
が
咲
く
頃
の
昔
、
:
:
:
:
:

海
豚
は
天
に
も
海
に
も
頭
を
も
た
げ
、
:
・
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
2

尖った船に花が飾られ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3

デ
ィ
オ
ニ
ソ
ヌ
は
夢
み
つ
つ
航
海
す
る
・
:
-
j
i
-
-
j
i
f
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
-
j
i
-
-
・:
:
:
4

模
様
の
あ
る
皿
の
中
で
顔
を
洗
っ
て
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
5

塗
石
商
人
と
一
緒
に
地
中
海
を
渡
っ
た
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
i
・v
・-
:
:
6

ウ

麗Zそ
なカの
忘少
却年
のの
朝名
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忘
れ
り
れ
た
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安
藤
一
郎
氏
の
指
摘
す
る
処
に
よ
れ
ば
、
乙
の
詩
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
博
物
館
に
あ
る
エ
ク
ゼ

ギ
ウ
ス
作
の
「
デ
イ
オ
ニ
ソ
ス
の
航
海
」
と
い
う
絵
皿
に
よ
っ
て
発
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

併
し
、
今
は
、
そ
う
し
た
予
備
知
識
は
抜
き
に
し
て
、
専
ら
此
の
詩
の
本
文
だ
け
を
賞
翫
し
て

み
た
い
の
だ
が
、
そ
の
場
合
、
比
処
で
「
模
様
の
あ
る
皿
の
中
で
顔
を
洗
っ
て
」
い
る
の
は
一

体
誰
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
来
る
よ
う
に
思
う
。
詰
り
、
そ
れ
は
、
現
代
の
旅
行
者
と
考

え
ら
れ
る
詩
人
そ
の
人
な
の
か
、
設
い
は
、
又
、
「
宝
石
商
人
と
一
一
絡
に
地
中
海
を
渡
っ
た
」

そ
の
少
年
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

前
者
、
即
ち
「
詩
人
」
自
身
と
見
る
見
方
は
、
第
五
行
「
:
:
:
顔
を
洗
っ
て
」
の
後
に
区
切

り
を
設
け
る
読
み
方
に
基
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
、
そ
の
読
み

方
を
側
面
か
ら
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
脇
は
、
戦
後
『
hrsσ
同
『
〈
丘
一
白
』
の
大
幅
な
改
訂
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
改
訂
版
『
あ
む
ば
る
わ
り
あ
』
(
昭
和
二
二
年
八
月
・
東
京
出
版
)
の
中

で
、
乙
の
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
改
作
さ
れ
て
い
る
。

。。

カ少宝そ顔あ何デ船海ド今黄
ラ 年石んをの事イの ヲは色
ブ も商な洗 模かオ尖る豚t普い
リ犬 人 日 うう様夢ニり w は' 蓋
アもとに麗?のをソに天 の
の忘ー なぷつみス花 l乙 咲
山ら緒 朝いなのをも く
々れに のたが老飾海 頃

1 も1 地 忘1皿ら神りに の
忘j 中 ら{の航がも
らf 海るl中海 頭
るl をるiです を
るi 渡 るも

る fこ
げ

(
傍
線
H
論
者
)

F

、
「
カ
ラ
ブ
J
プ
」
'
は
、
イ
タ
リ
ア
南
端
西
側
の
半
島
部
地
名
で
あ
る
が
、
此
処
で
、
「
少

年
L

や
「
犬
一
い
や
「
カ
ラ
一
ブ

J

リ
ア
の
山
々
」
を
忘
七
れ
て
じ
ま
う
よ
う
に
、
血
で
顔
を
洗
f

な
た



う
ら
ら
か

「
麗
な
朝
」
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
旅
人
、
即
ち
詩
人
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
実
に
も
留
意
し
つ
』
、
小
海
永
二
氏
は
、
『
krgv同
コ
曲
目
山
田
』
中
の
「
皿
」

(注
S
〉

に
就
い
て

-
:
乙
の
後
半
の
四
行
で
は
、
宝
石
商
人
や
少
年
と
一
緒
に
地
中
海
を
渡
っ
て
ゆ
く
詩
人
は

(
あ
る
い
は
こ
h

に
仮
象
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り
の
旅
人
は
)
、
前
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
模
様
の
つ
い
た
皿
で
顔
を
洗
い
、
そ
の
う
ら
ら
か
に
晴
れ
あ
が
っ
た
朝
の
光
を
浴

び
な
が
ら
、
宝
石
商
人
の
存
在
も
少
年
の
名
も
す
ぺ
て
忘
れ
て
、
う
っ
と
り
と
し
た
陶
酔

に
ひ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
解
説
し
、
「
血
」
で
顔
を
洗
っ
た
の
は
、
詩
人
そ
の
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

い
に
し
え

併
し
、
又
、
「
皿
」
で
顔
を
洗
っ
た
の
は
、
古
の
少
年
で
あ
り
、
そ
の
少
年
の
名
も
今
は
忘

却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
解
す
る
読
み
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
四
行
を
「
模
様
」
に
掛

か
る
形
容
句
と
解
す
る
の
と
同
様
に
、
次
の
二
行
を
、
「
少
年
」
に
掛
か
る
形
容
匂
と
見
る
解

釈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
脇
本
人
か
ら
直
接
乙
の
絵
皿
の
写
真
を
示
さ
れ
た
と
い
う
安
部
宙
之

《
持
は
d
A
T
】

介
氏
は
、:

・
そ
ん
な
絵
模
様
の
あ
る
大
血
の
中
で
、
少
年
は
顔
を
洗
っ
て
、
宝
石
商
人
と
一
し
ょ
叱

地
中
海
を
渡
っ
た
。
そ
の
少
年
の
名
も
、
誰
だ
っ
た
か
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
朝
、
今
日
で
は
忘
却
さ
れ
て
い
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
麗
か
な
朝
よ

ウ
ヲ
ラ
カ

と
解
説
し
て
い
る
。
此
処
で
は
、
少
年
が
顔
を
洗
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
、
「
麗
な

忘
却
の
朝
」
も
、
古
の
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
或
る
朝
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
二
つ
の
解
説
は
明
ら
か
に
食
い
違
っ
て
い
る
が
、
私
と
し
て
は
、
後
者
に
近
い
意
見

を
持
っ
て
い
る
。
抑
々
前
回
行
は
血
の
絵
模
様
と
し
て
読
ま
な
く
て
も
、
地
中
海
を
旅
す
る
詩

人
の
幻
想
と
し
て
受
容
出
来
る
筈
だ
し
、
同
様
に
、
模
様
の
あ
る
皿
の
中
で
顔
を
洗
っ
た
少
年

が
、
宝
石
商
人
と
一
絡
に
航
海
し
た
と
い
う
次
の
二
行
も
、
詩
人
が
、
古
代
の
物
語
か
何
か
を

連
想
し
つ
h

、
空
想
し
た
情
景
と
考
え
ら
れ
る
。
諮
り
、
一
行
か
ら
七
行
半
、
ば
ま
で
の
総
て
を

詩
人
の
空
想
と
考
え
る
考
え
方
で
あ
り
、
今
日
の
北
の
麗
か
な
朝
が
、
古
代
の
或
る
麗
か
な
朝

を
忘
却
の
彼
方
か
ら
呼
び
起
こ
し
た
と
い
う
点
で
は
、
「
カ
プ
リ
の
牧
人
」
な
ど
と
も
通
い
合

う
作
品
と
い
う
乙
と
に
な
る
。

尚
、
改
訂
版
の
「
血
」
に
就
い
て
付
言
す
れ
ば
、
乙
れ
は
、
そ
の
大
幅
な
改
作
の
結
果
、
会

く
別
個
の
作
品
に
な
っ
て
り
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
の
だ
が
、
冒
頭
の
「
黄
色
い
筆
の

咲
く
頃
の
/
今
は
昔
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
の
後
に
来
る
情
景
の
総
て
が
、
今
は
昔
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
乙
と
だ
が
、
と
い
う
読
み
方
を
誘
い
出
す
よ
う
に
も
恩
わ
れ

る
。
そ
れ
か
ら
、
又
、
「
宝
石
商
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
初
版
も
改
訂
版
も
共
に
「
宝
石
商

人
」
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
古
風
な
言
い
方
で
あ
っ
て
、
現
代
な
ら
ば
「
宝
石
商
」
く
ら
い
が
最

も
普
通
の
言
い
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

妻、，
hv

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
、
「
皿
」
に
限
ら
ず
、
更
に
、
他
の
作
品
の
場
合
に
も
見
受
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
太
陽
」
の
中
で
、
「
あ
の
大
理
石
の
産
地
カ
ル
モ
ヂ
ン
の
呈

に
」
(
改
訂
版
)
一
夏
を
過
ご
し
た
の
は
一
体
誰
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
「
カ
ル
モ
ヂ
イ

ン
」
と
い
う
如
何
に
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
想
わ
せ
る
此
の
地
名
は
、
実
は
、
架
空
の
も
の
で
あ

る
が
、
此
処
に
描
き
出
さ
れ
た
、
原
始
的
な
自
然
の
景
物
は
、
余
り
に
非
現
代
的
で
あ
る
し
、

ド
ル
フ

4
シ

海
で
は
な
く
小
川
で
海
豚
を
捉
え
た
少
年
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
牧
歌
的
で
あ
る
以
上

に
超
現
実
的
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
西
脇
自
身
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
方
の
或
る
孤
島
で
見
か

け
た
少
年
達
と
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
広
場
に
あ
っ
た
海
豚
を
抱
い
た
少
年
を
象
る
青
銅
製
の
噴

円注
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水
と
か
ら
、
乙
の
詩
想
を
得
た
と
語
っ
て
い
る
が
、
海
豚
は
、
例
え
ば
、
音
楽
師
ア
リ
オ
ン
を

救
っ
た
海
豚
の
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
屡
々
登
場
す
る
生
き
物
で
、
先
に
触
れ
た
「
デ
イ

オ
ニ
ソ
ス
の
航
海
」
の
絵
皿
に
も
、
七
匹
の
海
豚
が
描
か
れ
て
い
た
。
乙
の
「
太
陽
」
の
世
界

も
、
余
り
に
古
代
的
、
神
話
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
こ
の
一
夏
を
過
ご
し

た
「
私
」
も
、
半
ば
は
古
代
の
旅
人
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

尚
、
念
の
為
に
補
足
す
る
と
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
留
学
時
代
の
西
脇
は
、
幻
滅
を
恐
れ
て

か
ギ
リ
シ
ア
だ
け
に
は
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
又
、
「
雨
」
に
於
い
て
も
、
そ
の
末
尾
で
、
や
h
官
能
的
に
、
「
乙
の
静
か
な

柔
い
女
神
の
行
列
が
/
私
の
舌
を
ぬ
ら
し
た
」
と
歌
わ
れ
る
「
私
」
と
い
う
人
物
の
性
格
が
気

に
な
る
。
乙
の
「
柔
い
女
神
」
は
、
春
の
雨
の
象
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
仮
り
に
も
せ
よ

「
女
神
」
と
見
倣
す
な
ら
ば
、
乙
の
女
神
と
口
接
け
を
行
っ
て
い
る

(
F
)

「
私
」
も
、
女
神

(
信
仰
)
の
生
き
て
い
た
古
代
の
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
風
に
も
考
え
ら
れ
て
く

る
。
尚
、
「
太
陽
」
、
「
雨
」
に
就
い
て
は
、
次
章
で
改
め
て
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

改
訂
版
『
あ
む
ば
る
わ
り
あ
』
に
就
い
て
、
曽
て
瀬
戸
哲
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
な
、
興
味
あ

(注
6
〉

る
感
想
を
述
ぺ
て
い
る
。

qae 

-
:
い
つ
か
友
と
し
ゃ
ぺ
っ
て
い
て
乙
の
詩
の
中
に
人
間
が
い
る
か
と
い
う
乙
と
に
な
っ

た
。
「
我
が
舌
」
と
あ
る
か
ら
作
者
の
い
る
乙
と
は
ま
ち
が
い
な
い
、
だ
ろ
う
。
(
中
略
)



「
FHW
富
。

z
u開
h
r
Z【

U

ロw
Z
の
中
で
は
皆
作
者
も
古
代
人
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
」

と
友
は
云
っ
た
。
風
景
は
動
き
出
し
シ
、
不
マ
ス
コ
ー
プ
と
な
っ
た
。
「
太
陽
」
な
ど
は
ど

っ
ち
と
も
と
れ
る
。
(
中
略
)
正
直
な
と
乙
ろ
、
「
雨
」
の
場
合
ど
っ
ち
に
と
っ
て
も
俗

好
が
つ
く
。

繰
り
返
し
言
え
ば
、
瀬
戸
氏
の
感
想
は
、
改
訂
版
『
あ
む
ば
る
わ
り
あ
』
に
就
い
て
の
も
の

で
あ
る
。
併
し
、
又
、
同
様
の
感
想
は
、
初
版
『
KFBσ
白
ミ
丘
町
と
の
場
合
に
も
当
て
磁
ま

る
も
の
で
あ
る
。

「
太
陽
」
や
「
雨
」
ば
か
り
で
な
く
、
次
に
、
「
カ
プ
リ
の
牧
人
」
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

春
の
朝
で
も

我
が
シ
h

リ
ア
の
パ
イ
プ
は
秋
の
音
が
す
る
。

幾
千
年
の
思
ひ
を
た
ど
り
。

此
処
で
は
、
現
代
人
で
あ
る
詩
人
と
、
そ
の
想
像
力
に
よ
っ
て
仮
象
さ
れ
た
シ
h

リ
ア
の
牧
λ

と
が
二
重
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
我
が
シ
』
リ
ア
」
云
々
と
述
ぺ
る
主
体
は
、
偶
々
普
乍

ら
の
シ
h

リ
ア
の
パ
イ
プ
を
手
に
し
た
現
代
の
詩
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
昔
乍
ら
の
音
色

に
誘
わ
れ
て
、
乙
の
春
の
朝
と
い
う
現
実
か
ら
秋
と
い
う
架
空
の
世
界
へ
と
脱
け
出
し
、
や
が

て
幾
千
年
か
の
昔
九
と
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
、
が
古
の
牧
人
と
化
し
た
よ

う
な
精
神
状
況
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
我
が
シ
h

リ
ア
の
パ
イ
プ
」
と
い
う
言
い
方
の

中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
思
い
も
寵
め
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

同
様
の
精
神
状
況
は
、
「
カ
リ
マ
コ
ス
の
頭
と
〈
。
可
印
刷
州
巾

E
2
0『
2
A
5」
の
第
E
節
で
、

宝
石
の
角
度
を
走
る
永
遠
の
光
り
を
追
っ
た
り

神
と
英
雄
と
を
求
め
て
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
を

読
み
、
年
月
の
「
め
ぐ
り
」
も
忘
れ
て

笛
も
パ
イ
プ
も
吹
か
ず
長
い
間
(
後
略
)

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
此
処
で
も
「
年
月
の
『
め
ぐ
り
』
」
は
「
忘
れ
」
ら
れ
て
、
ア
イ
ス
キ
ュ

ロ
ス
を
読
む
詩
人
は
、
「
笛
も
パ
イ
プ
も
吹
か
」
な
い
古
代
人
の
思
い
九
と
、
自
ら
を
没
入
さ

せ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

「
ギ
リ
シ
ア
的
野
情
詩
」
に
於
け
る
「
私
」
と
い
う
主
体
は
、

現
代
の
旅
人
、
即
ち
詩
人
そ
の
人
と
、
古
代
人
と
し
て
仮
象
さ
れ
た
「
私
」
と
い
う
二
重
の
性

格
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
二
重
性
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
篇
に
就
い
て
様
々
に

吟
味
し
て
行
く
な
ら
ば
、
そ
の
詩
的
世
界
の
奥
行
き
は
、
限
り
な
く
深
ま
っ
て
、
妙
な
る
和
声

の
エ
コ
ー
を
聴
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
三
章

少
年
の
笑
い
と
神
々
の
現
わ
れ

天
気

〈
つ
が
へ

(
覆
さ
れ
た
宝
石
)
の
や
う
な
朝

何
人
か
戸
口
に
て
誰
か
と
さ
さ
や
く

そ
れ
は
神
の
生
誕
の
目
。

〈
つ
が
へ

「
ギ
リ
シ
ア
的
存
情
詩
」
に
は
、
そ
の
努
頭
の
(
覆
さ
れ
た
宝
石
)
の
や
う
な
朝
」
を
初
め

と
し
て
、
「
朝
」
を
歌
っ
た
詩
句
が
幾
っ
か
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に
、
「
皿
」
の
最
終

ウ
ラ
ラ
カ

行
「
麗
な
忘
却
の
朝
」
ゃ
、
「
ガ
ラ
ス
杯
」
の
最
終
行
「
五
月
の
閉
ざ
さ
れ
た
朝
」
と
い
っ
た

詩
句
は
、
そ
れ
ま
で
の
叙
述
的
な
行
か
ら
の
独
立
性
を
持
ち
、
印
象
的
な
表
現
と
な
っ
て
い

ヲ
匂
。

-~~-

「
朝
」
と
い
う
時
間
は
、
物
理
的
に
は
昨
夜
の
延
長
で
あ
り
乍
ら
、
新
し
い
今
日
の
初
め
と

い
う
特
別
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
又
、
電
燈
や
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
の
普
及
し
た
現

代
よ
り
も
、
遥
か
に
暗
く
、
遥
か
に
不
安
な
夜
の
闇
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
古

代
・
中
世
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
光
の
建
っ
て
く
る
「
朝
」
と
い
う
も
の
h

持
つ
新
鮮
さ
、
神

聖
さ
は
、
驚
く
ぺ
き
程
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
正
に
神
の
行
う
奇
跡
と
も

映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
又
、
「
も
っ
と
光
を
ノ
」
と
願
っ
た
詩
人
の
言
葉
を
引
用

す
る
ま
で
も
な
く
、
神
が
光
で
あ
る
乙
と
は
、
西
欧
の
伝
統
的
な
教
会
に
あ
る
ス
テ
ン
ド
・
グ

ラ
ス
の
、
あ
の
宝
石
の
輝
き
の
よ
う
な
光
を
見
れ
ば
、
吾
々
呉
邦
の
民
に
も
充
分
に
感
得
さ
れ

る
処
で
あ
る
。

そ
し
て
、
又
、
そ
の
「
朝
」
か
ら
始
ま
る
ご
日
」
と
い
う
時
閣
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
人

々
に
と
っ
て
も
、
ほ
Y
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
実
感
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
「
太
陽
」

の
全
章
勾
を
引
用
す
る
。

カ
ル
モ
ヂ
イ
ン
の
田
舎
は
大
理
石
の
産
地
で



其
処
で
私
は
夏
を
す
ご
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ヒ
バ
リ
も
ゐ
な
い
し
、
蛇
も
出
な
い
。

た
だ
青
い
ス
モ
h

の
薮
か
ら
太
陽
が
出
て

ま
た
ス
モ
h

の
薮
~
沈
む
。

少
年
は
小
川
で
ド
ル
フ
ィ
ン
を
捉
九
て
笑
っ
た
。

乙
の
内
、
太
陽
の
運
行
を
一
不
す
二
行
は
、
改
訂
版
『
あ
む
ば
る
わ
り
あ
』
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
改
作
さ
れ
、
よ
り
視
覚
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ど
〈
す
も
も

た
だ
い
び
つ
の
毒
李
の
薮
か
ら

太
陽
が
の
ぼ
り
曲
っ
て

ま
た
李
の
薮
に
沈
ん
で
行
く

此
処
で
は
、
太
陽
の
運
行
が
、
其
の
ま
b

時
間
の
推
移
と
重
な
り
合
う
よ
う
な
、
極
め
て
原

初
的
な
世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
精
確
な
暦
や
時
計
を
所
持
し
な
か
っ
た
古
代
の
人
々
に
と

っ
て
は
、
一
日
は
、
こ
の
よ
う
に
視
覚
的
に
捉
え
る
外
は
な
か
っ
た
筈
で
、
乙
れ
は
、
又
、
あ

の
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
が
天
馬
の
翠
く
戦
車
に
乗
っ
て
天
空
を
廻
る
と
い
う
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の

世
界
観
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
更
に
、
一
日
を
太
陽
の
運
行
と
し
て
捉
え
る
捉
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
年
月
の
め
ぐ

り
は
、
「
た
Y
」
無
限
の
繰
り
返
し
と
な
り
、
「
一
切
は
永
遠
の
昔
よ
り
同
じ
で
あ
り
、
周
期

的
反
復
の
う
ち
に
あ
る
」
(
マ

l
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
)
と
い
う
乙
と
に
も
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
の
諸
々
の
歴
史
的
事
象
な
ど
は
悉
く
捨
象

さ
れ
て
し
ま
い
、
忘
却
の
彼
方
九
と
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

此
処
に
示
さ
れ
た
、
極
度
に
単
純
化
さ
れ
た
世
界
観
は
、
虚
無
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の

突
き
詰
め
ら
れ
た
単
純
さ
の
故
に
、
旧
約
聖
書
の
『
創
世
記
』
に
も
似
た
一
種
の
美
し
さ
を
持
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
又
、
如
上
の
世
界
観
を
抱
い
て
生
き
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
h

人
間
と
し
て

最
も
簡
明
な
生
き
方
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
種
倫
理
的
な
美
を
も
帯
び
て
く
る
よ
う
に
恩
わ

(
注
守
)

れ
る
。
ヒ
バ
リ
も
蛇
も
、
そ
し
て
女
も
い
る
濁
世
の
中
で
、
社
会
的
な
煩
悶
や
ら
抽
象
的
な
苦

悩
や
ら
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
現
代
の
吾
々
に
と
っ
て
は
、
自
然
の
中
で
天
地
の
運
行
と
と

も
に
、
た
だ
簡
明
率
直
に
生
き
る
生
き
方
と
い
う
も
の
は
、
最
も
清
潔
な
、
最
も
本
源
的
な
生

存
様
式
で
あ
り
、
倫
理
的
に
も
理
想
的
な
生
き
方
の
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

此
処
で
は
、
又
、
「
小
川
で
ド
ル
フ
ィ
ン
を
捉
九
」
た
少
年
の
よ
う
に
、
純
粋
な
、
邪
気
の

無
い
、
無
垢
の
笑
い
が
許
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
は
、
あ
の
「
皿
」
で
顔
を
洗
っ
て
地
中
海
を
渡

ウ
ヲ
-
一
ヲ
カ

る
、
あ
の
少
年
や
旅
人
の
至
福
感
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
麗
な
忘
却
の
朝
」
、
た
Y

，、，
h
y

号、

政
む
よ
う
な
光
と
紺
碧
の
中
で
、
過
剰
な
精
神
の
競
り
を
殺
ぎ
落
と
し
、
感
覚
が
直
ち
に
幸
福

と
な
り
得
る
よ
う
な
自
然
の
深
さ
の
中
で
、
人
聞
が
幾
多
の
世
代
を
超
え
て
帰
っ
て
行
く
、
調

わ
ば
幸
福
の
祖
型
の
よ
う
な
も
の
に
包
ま
れ
て
み
た
い
と
夢
見
る
の
は
、
詩
人
の
追
想
と
共
に

イ
7
1
ジ
ュ
の
小
川
を
過
ぎ
言
葉
の
海
を
渡
っ
て
来
た
一
読
者
の
幻
想
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う

・刃。
そ
れ
は
さ
て
捨
き
、
続
い
て
、
「
一
日
」
の
次
に
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
存
情
詩
」
の
中
に
散

見
す
る
「
永
遠
」
に
就
い
て
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
「
天
気
」
で
は
、
最
終
行
「
そ
れ
は

神
の
生
誕
の
日
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
詩
的
世
界
は
一
気
に
其
の
時
間
的
背
景
を
拡
大
さ

れ
る
し
、
「
ヵ
プ
リ
の
牧
人
」
に
於
い
て
も
、
そ
の
澄
明
な
パ
イ
プ
の
音
色
は
「
幾
千
年
の
恩

ひ
を
た
ど
り
」
、
長
大
な
時
聞
を
反
響
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
の
「
限
」
は
、
次
の
よ
う

に
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。

石
に
刻
ま
れ
た
髪

石
に
刻
ま
れ
た
音

石
に
刻
ま
れ
た
眼
は
永
遠
に
開
く
。

-$4一

と
の
詩
匂
の
面
白
さ
は
、
石
と
髪
と
い
う
異
質
な
も
の
』
連
結
が
、
更
に
、
石
(
物
質
)
と

音
(
非
物
質
)
と
い
う
全
く
異
質
な
も
の
h
連
結
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
処
に
あ
る
と
言
え
る
。

楽
器
を
刻
ん
だ
石
の
中
か
ら
は
、
古
代
の
旋
律
が
流
れ
出
す
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
、
ふ
と
芭
蕉

の
「
寂
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
芦
」
と
い
っ
た
匂
も
連
想
さ
れ
る
。

処
で
、
又
、
乙
の
石
に
刻
ま
れ
た
女
神
像
は
、
恐
ら
く
、
完
全
な
原
型
を
と
Y
め
得
な
い
古

代
の
遺
物
で
あ
り
、
今
は
七
月
の
光
の
中
で
白
く
輝
く
大
理
石
の
破
片
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ

P

し

し
て
、
其
処
に
は
、
唯
、
単
に
、
像
を
彫
ん
だ
人
の
手
の
痕
跡
、
即
ち
人
聞
の
官
志
の
跡
が
見

出
さ
れ
る
と
言
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
目
に
見
え
ぬ
形
で
風
化
し
て
ゆ
く
時
間
の
歩
み
に
埋
没
さ

れ
、
半
、
ば
は
最
早
自
然
の
中
に
帰
り
つ
h

あ
る
「
石
そ
の
も
の
」
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
人
の
手
の
痕
跡
の
奥
に
隠
さ
れ
て
い
た
「
自
然
」
で
あ
り
、
人
の
歴
史

を
大
き
く
超
え
て
立
ち
現
わ
れ
て
来
た
「
永
遠
」
の
意
志
と
い
っ
た
も
の
h

よ
う
に
も
恩
わ
れ

る
。
私
に
は
、
乙
の
「
永
遠
に
開
く
」
眼
は
、
唯
、
単
に
、
石
に
刻
ま
れ
、
開
か
れ
て
い
る
眼

の
形
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
眼
を
ハ
ッ
キ
リ
と
見
開
い
て
い
る
「
永
遠
」
の
意
志
の
顕
現

で
あ
り
、
そ
れ
を
「
神
」
と
呼
び
換
え
て
も
構
わ
な
い
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。



無
論
、
此
処
で
私
が
「
神
」
と
呼
ぶ
の
は
、
あ
の
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
現
わ
れ
た
る
後
に

一
度
死
し
て
再
び
復
活
し
、
人
聞
を
止
揚
し
精
神
を
定
立
さ
せ
る
よ
う
な
、
帯
一
神
的
宗
教
存

在
の
乙
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
へ

l
ゲ
ル
が
『
歴
史
哲
学
講
義
』
の
中
で
、
「
キ

リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
神
的
な
も
の
h

一
つ
の
契
機
と
し
て
想
定
さ

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
ギ
リ
シ
ア
宗
教
に
お
い
て
は
、
現
わ
れ
る
と
い
う
乙
と
が
最
高

の
存
在
様
式
で
あ
り
、
実
に
神
的
な
も
の
〉
全
体
を
な
し
て
い
る
」
と
批
判
し
、
「
ギ
リ
シ
ア

の
神
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
現
わ
れ
の
う
ち
に
永
続
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
大

理
石
や
金
属
や
木
材
の
う
ち
に
、
ま
た
は
空
想
の
像
と
し
て
表
象
の
う
ち
に
、
存
在
す
る
に
過

ぎ
な
い
」
と
、
そ
の
邪
宗
性
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
「
神
々
」
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
の
だ

が。
そ
し
て
、
又
、
乙
の
よ
う
な
歴
史
的
遺
跡
の
裡
に
ひ
そ
み
隠
れ
て
い
た
「
自
然
」
の
意
志
、

即
ち
「
神
」
の
現
わ
れ
は
、
「
雨
」
の
中
に
も
、
美
し
く
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

南
風
は
柔
い
女
神
を
も
た
ら
し
た
。

青
銅
を
ぬ
ら
し
た
、
噴
水
を
ぬ
ら
し
た
、

ツ
バ
メ
の
羽
と
黄
金
の
毛
を
ぬ
ら
し
た
、

潮
を
ぬ
ら
し
、
砂
を
ぬ
ら
し
、
魚
を
ぬ
ら
し
た
。

静
か
に
寺
院
と
風

E
場
と
劇
場
を
ぬ
ら
し
た
、

こ
の
静
か
な
柔
い
女
神
の
行
列
が

私
の
舌
を
ぬ
ら
し
た
。

乙
の
「
柔
い
女
神
の
行
列
」
が
雨
の
暗
除
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
ぺ
た
が
、
或
い
は
、
具
体

的
な
、
女
神
ケ
レ
ス
の
列
柱
像
な
ど
か
ら
の
速
想
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
此
処
で
、
私
は
、
一

先
ず
、
「
青
銅
」
以
下
の
景
物
も
総
て
眼
前
の
実
景
と
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
や
h

問

題
に
な
る
の
は
、
「
潮
を
ぬ
ら
し
、
砂
を
ぬ
ら
し
、
織
を
ぬ
ら
し
た
。
」
と
い
う
第
四
行
で
あ

ろ
う
。
初
め
か
ら
濡
れ
て
い
る
筈
の
「
潮
」
や
「
魚
」
を
改
め
て
濡
ら
す
と
い
う
処
に
面
白
味

も
あ
り
、
芭
蕉
の
「
行
く
春
や
鳥
時
叩
き
魚
の
目
は
沼
」
の
勾
も
連
想
さ
れ
る
が
、
或
い
は
、
こ

れ
は
、
海
上
の
方
か
ら
や
っ
て
来
た
膝
雨
が
、
沖
合
の
海
面
を
た
L

き
、
海
岸
の
砂
を
ぬ
ら

し
、
陸
に
並
ぺ
ら
れ
て
半
ば
乾
き
か
、
hぶ
つ
て
い
た
魚
の
肌
を
湿
酒
ら
り
せ
た
と
解
釈
さ
れ
な
く
も
な

、‘a，
n同

様
に
、
「
噴
水
」
も
「
風
呂
場
」
も
、
本
来
は
濡
れ
て
い
て
然
る
ぺ
き
も
の
だ
が
、
乙
れ

も
、
例
え
ば
、
ロ
ー
ム
の
カ
ラ
カ
ラ
帝
の
大
浴
場
跡
の
よ
う
な
古
代
の
遺
跡
で
、
今
は
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
、
乾
い
た
石
造
り
の
残
骸
と
で
も
想
像
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

i

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
と
の
春
の
雨
は
、
ア
ム
パ
ル
ワ
リ
ア
(
穀
物
祭
)
の
頃
の

大
地
に
豊
か
な
恵
み
を
質
す
ば
か
り
で
な
く
、
曽
て
女
神
(
信
仰
)
が
本
当
に
生
き
て
い
た
頃

の
よ
う
に
、
「
噴
水
」
を
潤
し
、
「
風
呂
場
」
に
水
を
湛
え
て
、
古
代
の
盛
時
を
再
現
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
し
て
、
其
処
で
は
、
女
神
自
身
も
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
、
生
命
を
蘇
ら
せ
、
そ
の
姿

を
現
わ
し
て
来
る
。
最
終
行
の
「
私
」
は
、
そ
の
舌
に
女
神
の
接
吻
を
受
け
、
恩
寵
を
蒙
っ

て
、
ポ
イ
ヱ

l
テ
l
ス
即
ち
詩
人
と
し
て
神
の
言
葉
を
語
り
始
め
る
の
で
あ
り
、
比
処
に
、
女

神
は
其
の
姿
を
実
現
(
開
『

RHH冊
目
ロ
ロ
ロ
偶
)
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
又
、
「
ギ
リ
シ
ア
的
停
情
詩
」
を
め
ぐ
る
私
の
幻
想
も
、
以
上
の
よ
う
に
、
そ
の

生
と
死
の
絵
模
様
の
組
み
合
わ
さ
れ
た
石
盤
の
上
に
、
古
代
世
界
九
と
移
り
行
く
旅
人
の
影

と
、
古
代
世
界
か
ら
魁
っ
て
来
る
神
々
の
影
と
が
交
錯
す
る
時
、
漸
く
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

注
1
昭
和
幼
年
6
月、

N
H
K
通
信
高
校
講
座
に
於
け
る
西
脇
自
身
の
直
話
に
よ
る
。

2
安
藤
一
郎
「
西
脇
順
三
郎
の
詩
的
世
界
」
(
『
文
学
』
昭
和
必
年
5
月
)
参
照
。

3
小
海
永
二
『
現
代
詩
鑑
賞
講
座
(
現
代
詩
篇
E
)
』
(
昭
和
必
年
5
月
・
角
川
書
底
)

4
安
部
宙
之
介
「
西
脇
順
三
郎
『
皿
』
」
(
『
国
文
学
』
昭
和
位
年
4
月
)

5
「
現
代
詩
入
門
」
昭
和
幻
年
2
月
号
参
照

6
瀬
戸
哲
郎
「
西
脇
順
三
郎
論
」
(
『
司
『

o
z
-
2
』
昭
和
泊
年
6
月
)

7
『
文
芸
春
秋
』
昭
和
“
年

m月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
月
」
と
い
う
詩
の
中
で
、
西
脇
は
、

「
へ
ビ
も
ヒ
バ
リ
も
女
も
い
な
い
・
:
」
と
歌
っ
て
い
る
。
乙
の
三
者
に
は
何
か
の
共
通
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

-~与一




